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 現在、消化器内科では、「ゼラチンスポンジによる穿刺ルート塞栓を併用した肝腫瘍生検の安

全性と有効性を検証する後ろ向き研究」に関する研究を行っています。今後の治療に役立て

ることを目的に、この研究では原発性肝癌及び転移性肝癌の患者さんの診療情報などを利

用させて頂きます。診療情報などがこの研究で何のために、どのように使われているのか

について詳しく知りたい方は、下記の窓口にご連絡ください。 

 

１． 研究課題名および概要 

「ゼラチンスポンジによる穿刺ルート塞栓を併用した肝腫瘍生検の安全性と有効性を検証する後

ろ向き研究」 

 

２． 研究課題概要 
ゲノム医療の進歩に伴い，遺伝子検索が治療方針決定の上で必要となる場面が増加しています．遺

伝子検索を目的とした肝生検は，通常の生検と比較してより多くの検体量が必要であり，そのため

には安全な検体採取法の確立が急務であります． 

この研究では，原発性肝癌及び転移性肝癌の患者さんに対し，ゼラチンスポンジによる穿刺ルート

塞栓を併用した肝腫瘍生検を行った場合の合併症，検体採取率，診断率などを後ろ向きに集積し，

実臨床における安全性と有効性を検証することを目的とします．  

 

３． 研究代表医療機関 

研究代表：加藤 直也（千葉大学医学部病院・消化器内科） 

 

４． 本研究で利用する患者さん情報 

 この研究においては，2019 年 10 月から 2021 年 1 月までに当科で原発性肝癌及び点性

肝癌に対してゼラチンスポンジによる穿刺ルート塞栓を併用した患者さんを対象として診

療録に記載されている患者さんのデータ（病歴，治療歴，内服用量，採血結果，画像検査，

治療経過）を用います。 

 

５． 本研究において患者さん情報を利用する目的および方法 

 前述のように，本研究で収集したデータを用いて，ゼラチンスポンジによる穿刺ルート

塞栓を併用した患者さんにおいて生検法の安全性と有効性を臨床的知見から解析を行いま

す。データは、当院の診療録に記載または保存されている患者さんデータを、研究責任医

師，または分担医師が遡り照会し，データ登録シートに記載の上，収集いたします。 
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６． 本研究において患者さん情報を利用する目的および方法 

 本研究で得られた個人情報は、外部に洩れることのないように厳重に管理します。研究

成果の発表にあたっては、患者さんの氏名などは一切公表しないこととします。データは、

診療録から収集した後、氏名など個人が特定されない形で匿名化いたします。匿名化され

て収集したデータは，試験期間終了後も千葉大学大学院医学研究院消化器内科学の教室の

鍵のかかる棚で保管します。 

 

５．研究に診療情報などを利用して欲しくない場合のご相談について 

ご協力頂けない場合には、原則として結果の公開前であれば情報の削除などの対応をしま

すので、下記の窓口にご遠慮なくお申し出ください。 

 

 文部科学省･厚生労働省による「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基づい

て掲示を行っています。 

 

本件のお問合せ先：千葉大学医学部附属病院消化器内科 
         医師 加藤 直也 
         ０４３（２２２）７１７１ 内線５２４１（医局） 


